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第33回例会昭和58年4月5日（火）晴
へ

◇“君が代” “奉仕の理想”

◇出席報告
余興48名出Iii¥ 39名

出｝ﾙﾄ率81.25影

◇前回 3ノj2911 (修正出席率)100%

makeup

加膜(TDXi･(3/31瑞穂),"fW1.(3/31M(IW),

{"11Ii:71.(4/2.:]: 1 1 1),"IW;(4/2'､]: l l l), f'#:lli(~ﾊﾞ

（3/25｣上)．鈴木(,| :） （3/30和合，鈴水(姉),ｲI．

(4/2!;]- lll),谷1_1/1.(3/311冊穂), :､'i""(4/2

‘､}: ' '1)，都築期． （4/1港)，鵬飼1i･(4/2守11 1)

◇ビジター紹介4名

◇ニコボックス

ノくl l"(次女の誕'If1 lをMdして),斉藤,閥･(*

l i 1 |[!;'§させてl蘭きます),鵜飼刑(jl(1 1 1存まつ

り氷彫刻ﾉ<公が無‘偲終rしました)，水!1):

（雌)洲． （粘蛎:記念況), 1几i ll lイド （粘嬬‘氾念祝）

◇松居幹事報告

]~ 4fl 1例会終了後，次年皮皿1願公をij･いま

すので次ｲﾄ度哩};役旦の方ほお残り~ドさ

い。

2． 5ﾉj121 1のが李公li・夫人懇親旅"Ci(

部）にはできるだけ多数の参加を期待しま

り｡

◇国際大会竹内委員長報告

次ll'l例会終了後,"2ILil トロンl､大会旅ｲ｣･

打合せを3F旗のlillで行いますので参加者の

梼様は御出朧ドさい。

◇水野(民)会長挨拶

"331711U)例会を附会III来ますことを感謝III

しtげま-ｳｰ。

先jlの|ミイIJにオーストラリアの來祁の火災

はご欺知の辿りですが， ‐芒の時に野LI3の動

物，特にコアラ等の縦@1lfも大きかった様で，

コアラは非fitになまけものですばやい迎動も

州来ず，ユーカリの水にしがみつf ､ていると

ムゼった〃が良い様な状態です。 ．苦のユーカリ

"il llも多くて一腱火がつくとみるみる内にパ

ッともえる様で，その木に|,｢iるコアラは火傷

を負い，又，水から溝ち粘i'l l llりにも大きなシ

ョックを受け， Iljび水に綴る11冒がlli来芯い状

況で，それを.兇.た獣|ｸﾐさん聯が数人でその救

済をとの11i,然し盗金にも限度がありこまっ

ているとのNewsに私はこの時こそNagoya

をオース|､ラリアに.,',2込む時であると思い，

1言･MRC, jILRC,又私の|M係の梨ll lの協賛
会より資金を撒き’ 301 1にオース|､ラリアの

ノく使鮎にジェフリーS･ウイリアムスハillfi!li:

をたずね， 州L命として渡しました。このこと

がコアラ>|を満のひとつのきっかけと怠るよう

祈りつつ， きょうのあいさつといたします。
◇講演

“遺言書作成の必要性について”

会典久保田皓 ‐ｲ'．

､'iクラブの金山の

併様ﾉｿの様に！'・龍も

磯火に興され，蛍雌

も沢IIIIﾘi~｛jしておら

れるﾉjiよ絶対･に世1＃

,1i:ｵｰi'|成しておくべ

きであると思います~

迩甫II I:"i'I蚊なしで

死亡した場合に，残（

紬されるのか． どのイ

死亡した場合に，残さ

へ

~~

れた迪唯はどの様に加

統されるのか， どの様な紛争･が光′|~:するのか

を,塊剛したいと思います。
法定ｲ11統人”|川で典休的にどの不動朧を雛

が， どの株式をi誰が， どの砿金を縦が{:i l統す

るのかという間越艫，協I離して決めることに

なっており，その協議がまとまらない場合は

調停蹴判の場で肺決されることになっており

ます。私の絲験によりますと, ･kX.ili位の迩脚？

を残してﾀﾋ亡した場合に週! ;･ 1I|:が作成されて

いないj易介!ま，そのﾉく､|名が{;11統人|1ijで協議が

‘終わず、洲停裁判のilt話になっている様で

－1－



す←それもそのばずで, 1とりjがﾀﾋ亡荷の1；紫

を承継してﾂ6腱させようとしているのに．暗

にｲj･った娘や学'kである次ｿ)｣P. :ザさんと

の間に'|ﾖまれた小‘､j4'|意でが．腿ﾘjと同じ＃l 1

統椛を一眼雌して・歩も渡らないという状態な

のです、相続人間で兇ﾊ:しい粉ﾂﾄをII II<|:も続

け、あげくの果てはl過りjが'k継発催させよう

と号えていた故人の'1；業までもダメにしてし

まう例すらございます安いMIt川で､|< 1 1 lj: j#

で済む過I-;11$の|'|§成がなされていないため

に，故人が折ﾉﾘjW:派にil:tげf-人'li, 搦災に

ケチを|､l･けることになってしまうU)です II111

竜.11.州奉欠くとばまさにこのことを! ;.うので

はないでし”うか

「Wロータリーリ)灸遡り){,ﾔ様に限っては絶

対にこんなことの雌いよう． 5ｲﾄ!~一睡ぱ泄

Fi. !IfをI'| :成して|､．さい

0｡i胸について”

公山斉藤康ニハ・

I燗を|篠くことは、

健康な心となるでし良う、州を大切にしてド

さい。

◇職場訪問 （観|朧活動・職業泰仕委u公）

Nql 水野民也71.

j11'7･ l正の17峻地にそびえ厳つ)IIケ了ポウル

内に株式会ﾈ|水野本社がある‐水ﾘ):グループ

は本社のほか(株)星ケ斤flm!|(学校, JI(I I I遊

I刺(株)． （株)堰ヶ斤ポウル， （株)雌ヶ脈モー

タースを擁するイ<野民也氏は多ｲ|{にわたる

人生構‘感を，地域ﾈ|:会との述挑，地域との典

栄．地元志If'jをそのﾉ,冬木蠅念とし, $&i,"(j5

ふれる街づくり”を目指す‐ イく!l11;グループ(上

先代創始荷である，水11j擁三氏のﾄ|:公的功統

をもとに． 「束II1公幽．動。hIII物M」のIIM没

に際しての」<i献を‘認められ, *I I I公|*|にIMI係

する営業を開始, jI(1 1 Iから)IMr｢7: ･ '' ll:にか1ナ

ての光腱へとつなぐ。水11]:グ'ノープのうち，
j14ケ圧ボウルは昭和45flt11 ll241 i刺龍， ワン

フロアー100レーンとして附設､1111filt界JIAk

を跨り，まさしく塙ill 雌ボウリングのメッカ

となり, |IIWI 155ｲF12j]には101!Ijｲli!i1 1ail･11:を

鴨火に|)M催した。 1llf代の流れのなかでボウリ

ング人l lの落ち込みの1土げしかった1l#!WIの雌

しさを敢然と乗り切っていったｲ<1I1:グループ

の|||二間の,評価はきわめて尚い・ イ<W雌山氏ik

li:災ばかりでなく，地上尚東|>〈体が|〃公1とと

して．地兀の体育振興に， ｜>〈氏")雌'>|叫碓
に．体力づくりに能動的に吋助してきた、名

1', j.fi IIJ休行協会の11ｲ･ﾛ1法人化に際してはlll･"

扣､'1FI! ､!}に就任，新'k・休協の火j兇に多ﾉくな

L,I献をはたした‐他I型体育協会災の文僻と競

技ﾛ1体関係背の信望がl!jf<, 58{li度，朧史と

仏統を誇る満,'1.g'li体育協会の,:il1公腿に就任

した、 レジャープール， アイススケート｣坊U）

新設と夢ば粟てしなくノ<きい躍進しつうIナ

るｲく野グループにﾉくいなる1WIIｻをかける

(XLI('仇: 1!j( )

◇例会変更のお知らせ

"111膳尚束RC 4月26II(k)． イボの家放公

の為4I]29口｡ 10:00amより ‘，鞠I淑徳大

′､)2にて。名111雄名東RC51117I I (火), 121'l1

例会の為18:00pmより。台, ' ,･lfl l1際,kテル
にて。

◇次回例会（4月121 1）

II(,;r"ITWiの窓1__1販ソ'とについて，，

公此小林正幸71．

1li!活"#:|"あれこオし ( ."i11句き)"

会11松居敬二ハ・

◇次々回例会（4月191 1）

I IWi "公1恐会fl･ | :について”

会ji 宮尾紘司ハ．

垂

ウ蝕と|1111IWlli!1 IjO) 1'･

Iりjに欠かすことのllI

求ないことですJIj!

l lのII~確な州みがき

が州ﾄ|･|ｿ引洸へijく| ' 1 |

数を少なくしてくれ シ
耐

ます 1 1 1の〆）ナ,3

1jillllil'ljをIWいて|､.さい1jillllil'ljを1僻いて|､､さい

》
マ
ー
』

~

車

八

曲

2411｣fllljのうちたっ

たU)3 ))llllですが． このﾅｰったの3)jilll(/)111

みがき;よﾉく礎な努ﾉJがいりまj- で!j:{' IIIIIf.

I好迄．!牌いたらいいかといいますと, ｣:E･ji:</)"

に1 1 131''1が此い(J)ですがそんなにもl' l1々川

来ません 1 1 1 11''l '/)〃は．椹ろIjijに|.¥いて

|､．さいルドきﾉﾉは祁々U)〃愁があ!jま-j が．

｣WI. {'¥様がしている〃法でﾎli朧です癖き

やすい"易所U)みでなく． 111企|,kオ･岬《こと

と．伽ぐきをマッサージ-i-る嫌な〃私で'；fい

てト・さい練り伽みがき1 t. どれでもよいと

思いますしかしブラシ(/)E(/) I：に－－jけるII|:

は13～1/2ぐらいでよいでr たくさんつ1ナ

てl l ! | 1血だらけになって、 Iﾘﾄいﾅ･#冊覚にとら

オ)れないようにして|､.さい

ilfl l州海｜げに腓いても、や(より, lll l1:Iに

なり， またIWI1IWlli", liになりま･j ､ 1I1-1W1ﾌ乱J，

li l-期治雌がll!il i1的，継済的にも'li焔くしてくれ

ます、 l i l;に1 1' ! II I: IW:1"|ｹ<|雌を･,i"1! . ||ﾎ1 (/)チ

ェックを受けて|､,さ(,、 ここに'II:きまし☆の

は．ほんの部です11W:iの|僻きﾉﾉ．はﾉ<則で

す。1'il々にあった|僻きﾉJ.があります{ l'lifi･l"
|塊を,;"れ，その人にあった聯きﾉJ･をおllllきトー

さい雌服なIW:iに，仙服な体が川来， また，

三一
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